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1 は じ め に

近年,米の過剰基調の中にあつて,各米産地におい
ては良食味品種の導入が進んている。その結果,産地
の取り組みとして,製品の均一化とともによリー層の

食味向上が急務となつており,食味が向上するための
施肥体系が求められている。米の食味と施肥の関係に

ついては多くの研究事例があり,その中で,稲津 1)は

成熟期の窒素吸収量からみた玄米生産効率が低下する

と精米中の蛋自質含有率が増カロすることを明らかにし

た。また,松田ら2)3)4)は ,穂揃期の窒素吸収量が
増カロすると一穎花当たり窒素量が増加し,精米中のタ
ンパク質含有率が高まること,穂肥窒素の施用時期が
出穂期に近いほど退化穎花数が増加するとともに,施
用した窒素の葉身への分配が減少し穂への分配率が高

まることから,精米中の蛋自質含有率が高まること等
を明らかにした。これらのことから,筆者等は穂肥の
時期を早めることで玄米の粗蛋自含有率が低下する可

能性があると考え,これまで,倒伏や生育過剰の原因
としてあまり検討されなかつた穂首分化期の追肥につ

いて検討したので報告する。

2試 験 方 法

試験は 2000～ 2002年の 3カ年に渡つて行い,供試品

種は「はえぬきJを用いた。試験圃場は,場内で一般
的な表層腐植質多湿黒ボク土壌の園場 (以下,「一般土」

と略記。)と ,旧 農業試験場最北支場の厚層多腐植質多

湿黒ボク土壌を移し変えて厚さ約 40 clnに 盛土した圃

場 (以下,「黒ボク土」と略記。)の 2種類を使用した。
移植時期は 5月 20日 前後とし,苗は箱当たり乾籾
100g播種の中苗を用いた。

栽植密度と施肥体系を,様々な生育相の稲を作るこ
とを目的に,栽植密度は 262,229,196,154株 /
話の4段階で行い,一株当たりの植え込み本数はそれ
ぞれ概ね 35,4, 5,6本 になるよう調整した。こ
れに,基肥窒素量は 03,0_5,0 7kg/aと し,生育初
期の追肥として基肥 0 3kg/a区には移植後 7～ 8日 ,

15,20日 に窒素 0 2kg/aを施用した区を設け,0 5kg/a

区と0 7kg/a区には移植後 7～ 8日 に追肥を行つた区

を設けた。 7月 以降の穂肥として穂首分化期 (検鏡時
出穂前 33日 ,以下,「穂分期Jと略記する。),幼穂形
成期 (検鏡時出徳前 25日 ,以下,「幼形期Jと 略記す
る。),穂學期 (検鏡時出穂前 15日 ,以下同様)に窒素

02,015,0.lkg/aの 追肥を組み合わせたが,極端な
生育過剰や玄米粗蛋自含有率が高まると予想される区

は省略した。なお,堆肥等の土づくり,防除,その他
の管理は慣行に準じて行った。

玄米の収量は,坪刈りを行つたものを常法により脱
穀・調製し,1 9ulnの網目で飾つたものを精玄米重と

した。食味関連成分として,ケルダール法によつて得
られた玄米の窒素含有率に係数 595を乗じた値を玄
米粗蛋自質含有率とした。

3 試験結果及び考察

図 1, 2で ,ご当たりの籾数と精玄米重の関係につ
いてみると,一般土,黒ボク土とも籾数と精玄米重と
の間には正の相関関係があり,似たような収量レベル
にあることがわかった。また,追肥時期の違いについ
てみると,一般土,黒ボク土とも,追肥時期が違つて
も,同 じような籾数レベルでは同じような収量レベル
になることがわかった。このことから,Iはえぬき」の

ような強得性品種を栽培する場合は,追肥時期の違い
による収量差は,専ら,籾数レベルの違いによるもの
であることが確認された。

そこで,問題の食味に関連する成分として玄米の粗
蛋自質含有率とご当たり籾数との関係について,図 3,

4でみると,籾数が多くなるほど粗蛋自質含有率が高
まつたが,穂亭期,幼形期,穂分期と迫肥時期が早ま
るほど,粗蛋自質含有率が低くなる傾向が一般土,黒
ボクとも見られた。このことは,現場で一般的な籾数
レベルである,メ 当たり30,000～ 34,000粒の範囲で顕

著であつた。このことは,前述の松田らの報告と一致
しており,かつ,松田らが報告している出穂前 30日 ま

での試験結果をさらに拡大する結果となった。

以上のことから,強澤性品種においては,穂肥を穂
首分化期に行い適正な籾数レベルを確保できる施肥体

系を確立することで,よ リー層の食味向上を図れる可
能性が高いことが明らかとなつた。

4 ま と め

様々な施肥体系の稲に対して穂肥を穂首分化期、幼

穂形成期、穂早期に行い、そのポ当たり籾数と玄米粗

蛋自含有率、精玄米重の関係を見たところ,籾数と精
玄米重の関係では、追肥時期の違いによる差は籾数レ

ベルの差によることが確認された。また,籾数と玄米

-31-



東 北 農 業 研 究 第 56号  (2003)

粗蛋自質含有率の関係では、穂首分化期の追肥で玄米

の粗蛋自質含有率が下がる傾向が見られた。このこと

から,強澤性品種においては,穂首分化期の追肥を軸
に食味向上を図るための新たな施肥体系を確立するこ

とができると考えられた。
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